
人口と世信
3月1日現在( )内は対前年同月比

圃人口 135.059人 (+1.752人)
[うち外国人1.010人]

男 66.858人 (+802人)
女 68.201人 (+950人)
圃世帯 53.645世帯(+1.260世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

広

幸医

平成20年度施政方針 魅
力
あ
る

活
力
あ
る

星
野
順
一
郎
市
長
は
、

3
月
3
日
に
開
会
し
た
第
1
固

定
例
市
強
会
で
、
平
成
初
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
と
今
関
敏
男
教
曹
寓
の
施
政
方
針
、
伊
藤

久
水
道
局
長
の
経
営
方
針
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な

お
施
政
方
針
な
ど
の
全
文
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
や
市

役
所
行
政
情
報
資
料
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を

我
孫
子
市
の
人
口
は
、
平
成
幻
年

に
約
四
万
6
0
0
0
人
ま
で
増
加
し
、

そ
の
後
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
高
齢
化
率
も
初
年
1
月

現
在
の
却・

2
%か
ら
幻
年
に
は
U

.
1
%
に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
人
口
の
減
少
や
高
齢
化

の
加
速
に
よ
り
、
市
税
の
収
入
が
減

少
し
て
い
く
一
方
で
、
介
護
・
医
療

・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
に
要
す
る
経

費
が
増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
が
自
立
し
た
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
い

世
代
の
定
住
化
の
促
進
を
は
じ
め
、

歳
入
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
強

化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
、
シ
ニ

ア
世
代
の
能
力
・
経
験
の
活
用
、
我

孫
子
の
資
調
を
い
か
し
た
ま
ち
の
魅

力
化
と
究
流
人
口
の
拡
大
、
多
様
な

産
業
を
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く
り
、
交

通
の
利
便
性
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

魅
力
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
活
動
の
担
い
手

が
高
齢
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で

の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
な

か
、
地
域
の
福
祉
、
災
害
や
犯
罪
な

ど
生
活
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
今
ま
で

以
上
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
人
々
が
地
域
の
情
報
を
共
有
し
、

地
域
で
支
え
合
う
し
く
み
を
再
構
築

で
き
る
よ
う
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
二

次
基
本
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
我
孫

子
市
を
と
り
ま
く
環
境
変
化
に
対
応

し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
基
本
構
想
で
定
め
る
将
来
都

市
像
を
効
果
的
、
象
徹
的
に
実
現
す

る
施
策
と
し
て
、
次
の
5
つ
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る
我
孫
子
な
ら
で
は
の

自
然
を
大
切
に
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
く
ら
し

を
は
ぐ
く
む
ま
ち
日つ
く
り

住
宅
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
は
、
手
賀
沼
や
古
利
根
沼

な
ど
我
孫
子
な
ら
で
は
の
貴
重
な
自

然
を
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
首
都
圏
に
あ
っ
て
、
四

季
折
々
の
自
然
の
変
化
に
触
れ
な
が

ら
生
活
で
き
る
環
境
は
ま
さ
に
我
孫

子
の
魅
力
で
す
。

今
後
も
、
手
賀
沼
の
浄
化
や
古
利

根
沼
の
整
備
、
谷
津
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム

づ
く
り
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
、
我
孫
子
な
ら
で
は
の
貴
重

な
自
然
の
保
全
・
再
生
に
取
り
組
み
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、
情
報
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
紫

の
削
減
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
の
水
質
浄
化

*
手
賀
沼
の
水
質
は
、
環
境
省
の
平

成
時
年
度
水
質
測
定
結
巣
で
全
国
ワ

ー
ス
ト
日
位
と
な
り
、
初
め
て
ワ
ー

ス
ト
叩
位
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

「
手
賀
沼

水
環
境
保
全
協
議
会
」
を
軸
に
水
質

浄
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

*
カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
の
体
験
、
つ
り

大
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
、
手
賀
、
担
乞
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
機
会
を
充
実
し
、
手
賀
沼
へ

の
浄
化
意
識
を
高
め
て
行
き
ま
す
。

*
手
資
沼
遊
歩
道
は
、
手
賀
大
橋
か

ら
五
本
松
下
広
場
ま
で
の
湖
岸
の
浸

食
部
分
や
園
路
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
農
舞
台

*
高
野
山
新
田
は
、
農
と
自
然
に
親

し
む
場
と
し
て
、
体
験
水
田
や
レ
ン

ゲ
米
水
田
を
行
い
ま
す
。
根
戸
新
田

は
、
菜
の
花
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
に
よ

に
ぎ

る
賑
わ
い
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

*
果
樹
の
栽
培
な
ど
を
進
め
、
手
賀

沼
農
舞
台
実
行
計
画
に
沿
っ
た
事
業

を
行
い
ま
す
。

谷
津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

*
地
権
者
や
農
業
者
の
協
力
を
得
て
、

引
き
続
き
周
辺
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

も
旬
。
と

*
「
谷
津
守
人
」
を
育
て
る
谷
津
学

校
の
開
校
や
谷
津
ま
つ
り
な
ど
谷
津

の
魅
力
を
伝
え
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

*
「
人
と
烏
の
共
存
」
を
テ
1
マ
に
、

..ジャパンバードフェスティパル

今
年
も
日
月
に
開
催
し
ま
す
。
市
民

や
事
業
者
と
の
連
携
強
化
や
小
中
高

生
の
参
加
拡
大
を
図
り
、
自
然
環
境

の
大
切
さ
を
、
我
孫
子
か
ら
全
園
、

世
界
に
発
信
し
て
行
き
ま
す
。

「市
民
・
事
業
者
へ
の
環
境
配
慮
指

針
」
の
取
り
組
み

*
ご
み
の
排
出
抑
制
、
資
源
の
分
別

徹
底
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
利

用
を
進
め
ま
す
。

*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「環
境
家
計
簿
」
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
省
エ
ネ
な
ど
身
近
な
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

「あ
び
こ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
E
」

の
取
り
組
み

*
生
ご
み
の
資
源
化
、
焼
却
量
、
公

共
施
設
の
電
気
使
用
量
の
削
減
や
家

庭
の
生
ご
み
の
資
楓
化
を
図
り
ま
す
。

*
態
枝
木
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
チ

ッ
プ
化
は
、
熟
成
し
た
上
質
の
チ
ッ

プ
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
ス

ト
ッ
ク
ヤ
l
ド
を
整
備
し
ま
す
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

*
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

業
所
は
、
今
年
の
1
月
ま
で
に

ω事

業
所
で
し
た
。
引
き
続
き
、
よ
り
多

く
の
事
業
所
を
認
定
化
し
、
ご
み
の

減
量
や
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

*
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
今
年
も
開

催
し
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
を
推

進
し
ま
す
。

我
孫
子
の
資
源
を
い
か
し
、
豊
か
な
地
域
を

創
り
だ
す
活
力
あ
る
ま
ち
日つ
く
り

手
賀
、
担
乞
は
じ
め
と
す
る
自
然
環

境
や
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
な
ど
、

我
孫
子
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
活
用
し
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、

交
流
人
口
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

若
い
世
代
の
定
住
化
を
一
層
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動
団
体
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
や
起
業
活
動
へ
の
支

援
、
市
民
の
活
動
と
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
商
業
・
工
業
系
の
土
地

利
用
の
検
討
や
企
業
誘
致
、
地
産
地

消
を
軸
と
し
た
農
業
振
興
な
ど
、
我

孫
子
に
適
し
た
名
騒
な
産
業
を
は
ぐ

く
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備
軍
幽

*
杉
村
楚
人
冠
邸
の
都
市
緑
地
と
し

て
の
、
都
市
計
画
決
定
や
用
地
取
得

を
行
い
ま
す
。

*

(
仮
称
)
我
孫
子
駅
前
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
2

年
度
の
建
設
に
向
け
て
設
計
業
務
を

進
め
ま
す
。

*
白
樺
文
学
館
は
、
幻
年
度
の
市
へ

の
移
管
に
向
け
て
共
同
運
営
を
行
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
へ
の
支
援

*
「
ょ
う
こ
そ
地
域
活
動
回
代

ω代

の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」「
シ

ニ
ア
世
代
歓
迎
の
集
い
」
な
ど
を
開

催
し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

*
平
和
条
例
は
、
平
和
事
業
推
進
市

民
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
策

定
作
業
を
進
め
ま
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
建
設

*

(
仮
称
)
布
佐
北
区
域
近
隣
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
日
月
の
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
工
事
を
進
め
ま
す
。

*

(
仮
称
)
我
孫
子
北
区
域
近
隣
セ

ン
タ
ー
は
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

を
進
め
、
メ
イ
ン
館
建
設
用
地
の
買

収
を
行
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

*
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
第
3
期
事

業
計
画
(
幻
年
度

s
n年
度
)
を
策

定
し
ま
す
。

*

(
仮
称
)
商
工
業
振
興
基
本
条
例

(
案
)
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

あ
び
こ
型

「地
産
地
消
」
の
推
進

*
あ
ぴ
こ
農
産
物
直
売
所
(
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
)
で
の
検
証
を
踏
ま
え

て
、
農
業
拠
点
施
設
の
実
施
設
計
と

整
備
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
設
民
営
を
踏
ま
え
た
運

営
体
制
の
強
制
を
行
、
っ
と
と
も
に
、

集
荷
母
体
と
な
る
組
合
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

み 線田成利便

企安心・安全・新鮮な地元農産物の販売

とて〉もで力のな

Eg 

み
ん
な
が
安
全
に
く
ら
せ
る

ま
ち
"つ
く
り

ん

地
域
で
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
高

齢
化
が
本
格
化
す
る
な
か
、
地
域
生

活
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
誰
も
が
安
全
に

く
ら
せ
る
よ
う
、
救
急
医
療
体
制
の

充
実
や
地
域
と
連
携
し
て
防
災
・
防

犯
・
交
通
安
全
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
公
共
施
設
の
耐
震
化
・
バ

リ
ア
フ
リ
1
化
や
水
害
対
策
な
ど
安

全
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
耐
震
化
の
促
進

*
「
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
診
断
賛
助
成

制
度
」
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

*
新
木
小
学
校
、
湖
北
台
西
小
学
校
、

市
役
所
庁
舎
議
会
棟
、
相
野
谷
橋
の

耐
震
補
強
工
事
や
我
孫
子
第
二
小
学

校
の
設
計
業
務
と
日
秀
団
地
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
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水
害
対
策

*
並
木
地
区
の
排
水
路
改
修
は
、
引

き
続
き
上
流
の
排
水
路
改
修
を
行
い

ま
す
。
*
天
王
台
流
域
は
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
効
果
を
検
証
し
、
天
王
台
上
流
調

整
池
の
分
流
・
分
散
を
含
め
た
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

*
布
佐
大
割
排
水
機
場
の
築
造
は
、

用
地
の
買
収
を
行
い
、
建
築
基
準
法

の
改
正
に
伴
う
土
木
・
建
築
の
実
施

設
計
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

*
若
松
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ
整
備
は
、

県
と
協
議
し
湖
岸
堤
の
整
備
を
行
う

寡
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

災
害
時
へ
の
対
応

*
災
害
時
の
職
員
の
配
備
体
制
の
迅

速
化
を
図
る
た
め
、
職
員
の
緊
急
招

集
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

*
消
防
救
急
無
線
を
平
成
M
年
度
を

目
標
に
、
県
内
市
町
村
と
共
同
で
整

備
を
進
め
ま
す
。

~ 

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
ま
ち
づ
く
り

*
天
王
台
駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

*
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
1
化
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
l
お
で
か
け
マ
ッ
プ

「ら

つ
く
楽
!
あ
ぴ
こ
」
で
、
改
善
が
必

要
と
さ
れ
た
場
所
を
中
心
に
、
悲
通

の
段
差
解
消
や
こ
今
鹿
の
緩
和
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

*
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
1
化
は
、
宮

ノ
森
公
園
の
ト
イ
レ
と
五
本
松
公
園

広
場
入
口
の
段
差
解
消
を
行
い
ま
す
。

怠

問

若
い
世
代
に
魅
力
あ
る

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
“
つ
く
り

第 1209号

我
孫
子
市
の
持
続
的
な
発
展
を
図

る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
が
我
孫
子

に
魅
力
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
我
孫

子
に
ず
っ
と
住
み
続
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
や
子
育

ち
環
境
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、
若
い
世

代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

子
育
て
・
子
育
ち
の
支
援

*
乳
幼
児
医
療
費
に
加
え
、
児
童
医

療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
小
学
校

1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
を
対
象
に
、

入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
助
成
を
8

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

*
5
歳
児
健
康
診
査
を
導
入
し
、
虫

歯
予
防
・
発
達
相
談
・
栄
養
相
談
な

ど
を
充
実
さ
せ
、
軽
度
発
達
障
害
な

ど
の
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。

*
M
R
(
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
)
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
、
中
学
1
年
生
と
高

校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
を

対
象
に
、
今
後
5
年
間
実
施
し
ま
す
。

*
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
・
親
子
の
究
流

の
場
(
つ
ど
い
の
広
場
)
づ
く
り
は
、

「す
く
す
く
広
場
」「
わ
く
わ
く
広
場
」

「
す
こ
や
か
広
場
」
に
加
え
、
我
孫

子
地
区
に
4
カ
所
目
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
も
あ
わ
せ
持
ち
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
地
域
の
中
心
拠
点
施

設
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

*
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
は
、
「こ

も
れ
ぴ
」
に
加
え
て
、
(
仮
称
)
布

佐
北
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
も
行
い

ま
す
。

企駅への整備が進む工レベーター

保
育
園
・
学
童
保
育
室
の
整
備

*
湖
北
地
区
に
定
員
犯
人
の
(
仮
称
)

つ
ぱ
め
保
育
園
を
開
園
し
、
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
よ
り
確
実
に
し
ま
す
。

*
学
童
保
育
室
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

我
孫
子
第
三
小
学
校
学
童
保
育
室
を

空
き
庖
舗
を
活
用
し
た
施
設
に
一
時

的
に
移
転
し
、
児
童
数
の
増
加
な
ど

に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
布

佐
南
小
学
校
学
童
保
育
室
の
再
整
備

を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
総
合
相
談

*
子
ど
も
相
談
員
の
勤
務
日
を
増
や

し
、
相
談
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

*
子
ど
も
の
虐
待
な
ど
の
対
応
は
、

養
育
者
(
保
護
者
)
と
の
分
離
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
子
ど
も

の
一
時
的
な
保
護
や
虐
待
家
庭
へ
の

支
援
、
児
童
養
護
施
設
へ
の
短
期
入

所
委
託
を
実
施
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

*
路
線
パ
ス
事
業
者
に
、
パ
ス
・
鉄

道
相
互
の
共
通
I

C
カ
l
ド
シ
ス
テ

ム
(
通
称
パ
ス
モ
)
を
導
入
す
る
た

め
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

常
磐
線
の
利
便
性
向
上

*
「
特
別
快
速
」
の
我
孫
子
駅
へ
の

停
車
を
、
引
き
続
き
J

R
東
日
本
に

求
め
て
行
き
ま
す
。

*
松
戸
市
、
柏
市
、
取
手
市
と
逮
携

し
、
「
快
速
電
車
」
の
東
京
駅
乗
り

入
れ
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
J
R

東
日
本
に
求
め
て
行
き
ま
す
。

*
都
心
か
ら
常
磐
線
・
成
回
線
を
経

由
し
て
成
田
空
港
へ
事
通
運
行
す
る

「
エ
ア
ポ
ー
ト
常
磐
」
の
、
運
行
日

の
拡
大
や
定
期
運
行
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
J
R
東
日
本
に
働
き
か
け
ま
す
。

成
回
線
の
利
便
性
向
上

*
成
回
線
視
線
化
促
進
期
成
会
の
組

織
の
見
直
し
を
進
め
、
今
年
5
月
に

は
、
新
組
織
で
増
発
案
な
ど
を
決
定

し
、
J
R
東
日
本
と
具
体
的
な
協
議

を
行
い
ま
す
。

誰
も
が
生
涯
を
と
お
し
て
、
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
安
心
し
て
お
く
れ
る
ま
ち
“つ
く
り

地
域
で
の
つ
な
が
り
や
共
助
機
能

が
弱
体
化
す
る
な
か
、
誰
も
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
、
家
族
や
地
域
の
人

々
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
心
豊

か
に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
障
害
を
持
つ
人
や
高

す
ベ

齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
人
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
自
立
で
き
安

心
し
て
く
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
を
通

じ
て
健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
よ

う
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
の
充

実
、
介
護
予
防
や
食
育
の
推
進
な
ど
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

「
生
き
生
き
あ
び
こ
し
あ
わ
せ
プ
ラ

ン
」
(
第
3
次
保
健
福
祉
総
合
計
画

後
期
計
画
)

*
地
域
福
祉
の
充
実
や
健
康
づ
く
り
、

療
育
・
教
育
シ
ス
テ
ム
や
就
労
支
援

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
診
査

*
乳
が
ん
検
診
に
新
た
に
超
音
波
検

診
を
導
入
し
、
初
歳
代
の
乳
が
ん
検

診
の
精
度
を
高
め
ま
す
。

*
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数

を
2
固
か
ら
5
回
に
拡
大
し
、
検
診 企市内3力所巴ある r:子どもの遊び場J

の
内
容
や
機
会
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

障
害
者
へ
の
支
援

*
N
P
O
法
人
が
設
置
す
る
グ
ル
ー

プ
ホ
l
ム
・
ケ
ア
ホ
l
ム
一
体
型
の

新
築
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

*
市
の
援
護
対
象
者
が
居
住
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
l
ム
な
ど
を
対
象
に
運
営

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

*
第
2
期
障
害
福
祉
計
画
、
第
4
期

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

*
あ
ぴ
パ
ス
の
運
行
を
「新
木
地
区
」

「栄
・
泉
・
並
木
地
区
」「
船
戸
・
台

団
地
区
」
に
加
え
て
、

「布
施
地
区
」

へ
拡
大
し
ま
す
。

新
た
な
医
樺
制
度

*
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
(
認
定
を

受
け
た
臼
歳
以
上
)
の
保
険
料
の
徴

収
、
各
種
申
請
・
届
出
、
保
険
証
の

引
渡
し
な
ど
を
市
窓
口
で
行
い
ま
す
。

*
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
対

象
者
に
は
、

「
国
民
健
康
保
険
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
基
づ
き

事
業
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
努
め
ま
す
。

我
孫
子
竪
刷
土
地
区
画
整
理

南
口
は
区
域
内
の
宅
地
整
備
工
事

は
す
べ
て
終
了
し
、
換
地
処
分
の
準

備
の
た
め
、
地
区
界
な
ど
の
確
認
測

量
を
実
施
し
ま
す
。

北
口
は
、
換
地
処
分
に
向
け
て
権

利
移
動
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

高
野
山
ま
ち
づ
く
り

平
成
初
年
度
の
完
了
を
目
指
し
、

残
り
の
道
路
用
地
や
公
園
用
地
の
取

得
に
向
け
て
交
渉
を
行
い
ま
す
。

布
佐
駅
南
側
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た

都
市
基
盤
整
備
に
向
け
て
準
備
作
業

を
進
め
ま
す
。
事
業
の
内
容
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
地
権
者

な
ど
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

我
孫
子
駅
自
由
通
路
の
整
備

国
の
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

る
よ
う
国
・
県
と
協
議
を
進
め
、
整

備
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、

J

R
東

日
本
と
協
議
し
ま
す
。

公
園
の
整
備

利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
は
、
県
道

我
孫
子
・
利
根
線
で
布
佐
方
面
か
ら

の
公
園
入
口
に
誘
導
案
内
標
識
を
設

置
し
ま
す
。
(
仮
称
)
新
木
南
公
園
は
、

水
洗
ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
や
公
園
灯

を
設
置
し
ま
す
。
気
豊
百
記
念
公
園

は
、
公
園
灯
の
設
置
や
電
線
の
地
下

埋
設
化
を
図
り
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
の
整
備

湖
北
駅
南
・
北
、
新
木
駅
南
・
北
、

布
佐
駅
南
口
の
5
カ
所
に
つ
い
て
、

舗
装
・
倒
れ
止
め
工
事
な
ど
有
料
化

(
平
成
幻
年
度
)
に
向
け
た
整
備
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
有
料
化
に
合
わ

せ
て
各
駅
前
周
辺
を
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車
防

止
に
努
め
ま
す
。

湖
北
駅
北
口
の
整
備

引
き
続
き
、
県
と
連
携
し
て
事
業

を
進
め
ま
す
。

手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線
の
整
備

用
地
取
得
済
の
一
部
区
間
に
つ
い

て
、
路
盤
整
備
工
事
な
ど
を
実
施
す

る

ZZAで
す
。
用
地
の
取
得
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
地
権
者
と
交
渉
を
行

い
ま
す
。

下
水
道
の
整
備

我
孫
子
3
丁
目
、
つ
く
し
野
7
丁

目
、
新
木
野
1
丁
目
、
高
野
山
、
栄
、 企市内3ルートを走る「あびパスJ

布
佐
駅
前
な
ど
の
各
地
区
と
、
手
賀

沼
公
園
・
久
寺
家
線
付
近
の
下
水
道

整
備
を
進
め
ま
す
。

湖
北
駅
北
口
駅
前
線
と
中
峠
台
地

区
の
下
水
道
管
布
設
工
事
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

千
葉
柏
道
路
計
画

千
葉
柏
道
路
検
討
会
で
、
概
略
計

画
の
案
の
策
定
・
公
表
に
向
け
た
検

討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
概
略
計
画

が
公
表
さ
れ
た
場
合
は
、
評
価
・
分

析
を
十
分
に
行
い
、
道
路
計
画
が
ま

ち
づ
く
り
に
い
か
せ
る
よ
う
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

東
葛
広
域
行
政
連
絡
協
強
会
(
松
戸

市
・
柏
市
・
野
田
市
・
流
山
市
・
鎌

ケ
谷
市
・
我
孫
子
市
の
6
市
で
構
成
)

平
成
四
年
5
月
か
ら
行
っ
て
き
た

政
令
指
定
都
市
問
題
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
を
行
い
、
5
月
に
は
公
表
し

ま
す
。

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
組
合

(柏
市
・
流
山
市
・
我
孫
子
市
で
構
成
)

ウ
イ
ン
グ
ホ
1
ル
の
改
修
は
、
平

成
四
年
度
に
引
き
続
き
、
待
合
室
の

増
設
・
洋
室
化
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
式
場
控
え
室
の
洋
室
化
な
ど
を

行
い
ま
す
。

み
ど
り
園
は
、
P
F
I
手
法
(
公

共
施
設
な
ど
の
建
設
、
維
持
管
理
、

運
営
な
ど
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能

力
と
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う

手
法
)
に
よ
る
改
築
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
ま
す
。

(
恒
称
)
我
孫
子
市
・
印
西
市
ま
ち

づ
く
り
連
絡
協
蝿
会

平
成
初
年
5
月
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
千

葉
柏
道
路
や
成
回
線
の
利
便
化
へ
の

対
応
、
手
賀
川
を
い
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
公
共
施
設
の
相
互
利
用
な
ど

に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

業
務
の
委
託
化

緑
保
育
園
の
運
営
、
我
孫
子
第
四

小
学
校
と
湖
北
台
東
小
学
校
の
給
食

調
理
業
務
や
移
動
図
書
館
業
務
な
ど

を
行
い
ま
す
。

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度

一
次
・
二
次
募
集
で
採
用
と
な
っ

た
提
案
中
、
広
報
の
作
成
や
庁
舎
の

一
元
管
理
、
街
路
樹
の
一
括
管
理
な

ど
叩
件
に
つ
い
て
委
託
化
を
進
め
ま

す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
委
託
・
民

営
化
を
推
進
し
ま
す
。

常
勤
職
員
数
の
管
理

平
成
幻
年
度
か
ら
3
カ
年
を
計
画

期
間
と
す
る
第
四
次
定
員
管
理
適
正

化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
お
杢
度
8

6
0
人
体
制
を
基
本
に
、
各
年
の
職

員
数
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

行
政
評
価

各
部
局
の
事
務
事
業
の
事
前
評
価

に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
部
の
事
業

に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

施
策
と
こ
れ
を
構
成
す
る
事
務
事

業
の
評
価
は
、
第
二
次
基
本
計
画
の

施
策
体
系
に
沿
っ
て
評
価
を
行
い
ま

す。窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
(
保
健
所
)

我
孫
子
市
の
管
轄
保
健
所
が
松
戸

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
な
る
た
め
、

4
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
3
階
に
松

戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
松
戸
保
健

所
)
連
絡
所
を
設
置
し
ま
す
。

(
仮
称
)
新
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

平
成
却
杢
度
に
工
事
を
行
い
、
幻

年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
業
務
内
容
は
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
や
税
証
明
の
発
行
、
住
民
異

動
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
国
民
健
康

保
険
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
1
8
0

種
類
の
事
警
乞
取
り
扱
い
ま
す
。
集

会
を
行
っ
た
り
投
票
所
と
し
て
活
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
ま
す
。

市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号n7185-1111図はfあびこ楽校jの事業です。
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教
育
委
員
会
施
政
方
針

今
関
敏
男
教
育
長

-ー-
「個
性
を
等
霊
し
、

互
い
に
学
ぴ

あ
う
生
涯
学
習
の
実
現
」
を
教
育
行

政
の
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の
3
つ

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き
い
き
と

く
ら
す
た
め
の
学
習
体
制
の
充
実

「
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
」

*
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化

を
図
り
、
経
費
節
減
の
た
め
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
総
合
管
理
運
営
業
務

を
民
間
に
委
託
し
ま
す
。

*
湖
北
地
区
図
書
館
の
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

.. 
ti 事

水道事業経営方針

伊藤久水道局長

*
烏
の
博
物
館
で
は
、
広
域
的
な
自

然
を
対
象
と
す
る

「あ
ぴ
こ
自
然
観

察
隊
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

「手
賀
沼
周
辺
の

生
き
も
の
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

「
生
涯
学
習
体
制
の
整
備
」

*
大
学
や
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
人
材
を
生
、
涯
学

習
に
生
か
せ
る
体
制
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
*
鳥
の
博
物
館
の
資
料
を
将
来
に
わ

た
っ
て
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
適
正

な
管
理
に
努
め
ま
す
。

「
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
」

*
新
た
な
文
化
の
創
造
と
地
域
文
化

の
継
承
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、

(
仮
称
)
文
化
芸
術
振
興
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

*
市
民
会
館
に
代
わ
る
文
化
施
設
の

建
設
に
向
け
、
建
設
の
概
算
費
用
、

財
源
、
時
期
、
候
補
地
な
ど
に
つ
い

次
の
4
つ
の
施
策
目
標
の
実
現
に

向
け
事
業
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
水
を

供
給
で
き
る
水
道

*
湖
北
台
浄
水
場
の
高
度
浄
水
処
理

施
設
の
点
検
・
清
掃
、
設
備
部
品
の

交
換
を
行
い
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

*
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
に
適
正
な

管
理
が
行
え
る
よ
う
、
情
報
の
提
供

や
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
直
結
直

て
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

*
五
本
松
運
動
広
場
の
基
本
計
画
を

策
定
し
、

2
年
度
に
運
動
広
場
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

*

(
仮
称
)
国
体
推
進
室
を
設
置
し
、

辺
年
度
に
我
孫
子
市
で
開
催
さ
れ
る

第
臼
回
国
民
体
育
大
会
な
ぎ
な
た
競

技
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

*
「
布
佐
下
多
目
的
運
動
広
場
」
内

の
弓
道
場
の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

基
本
設
計
を
行
い
、
早
期
建
設
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
の
創
造
性
と

自
主
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

「学
校
教
育
の
充
実
」

*
小
中
学
校
の
交
流
授
業
な
ど
授
業

改
善
を
積
極
的
に
進
め
、
学
力
の
向

上
を
図
り
、

「生
き
る
力
」
を
は
ぐ

く
む
教
育
を
進
め
ま
す
。

*
英
語
学
習
の
充
実
を
め
ざ
し
て
A

圧
給
水
と
直
結
増
圧
給
水
方
式
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

*
全
給
水
世
帯
を
対
象
に
配
布
し
た

「水
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

新
た

に
給
水
契
約
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た

お
客
様
に
も
配
布
し
、
給
水
装
置
の

理
解
を
探
め
、
適
正
な
管
理
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

*
連
続
自
動
水
質
監
視
装
置
に
よ
り
、

末
端
給
水
区
域
の
水
質
情
報
を
集
中

監
視
す
る
と
と
も
に
、
残
留
塩
紫
な

ど
の
最
適
化
を
図
り
ま
す
。
水
質
検

査
で
は
、
湖
北
台
浄
水
場
に
お
け
る

高
度
浄
水
処
理
に
よ
る
浄
水
処
理
効

果
や
、

4
月
か
ら
は

「塩
素
酸
」
な

ど
に
つ
い
て
も
検
査
を
行
い
ま
す
。

*
水
道
未
普
及
地
区
へ
配
水
管
の
布

設
を
行
い
、
水
道
の
普
及
に
取
り
組

み
ま
す
。

L
T
の
増
員
を
図
り
、
文
部
科
学
省

の
指
定
を
受
け
、
英
器
搭
動
の
研
究

を
進
め
て
い
る
並
木
小
学
校
の
成
果

を
全
市
に
広
め
ま
す
。

*
県
主
催
の
研
修
に
加
え
、
教
育
委

員
会
主
催
の
研
修
を
実
施
し
、
教
職

員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

*
学
校
と
心
の
教
室
相
談
員
、
適
応

指
導
教
室
指
導
員
、
教
育
研
究
所
相

談
員
な
ど
が
連
携
し
、
い
じ
め
や
不

登
校
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
教
育
相

談
体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

*
特
別
支
援
教
育
の
専
門
家
や
学
級

支
按
員
の
派
遣
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
充
実
し
、
校
内
の
特
別
支
援
教

育
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

*
「
地
元
産
農
産
物
を
使
っ
た
給
食

の
日
」
の
取
り
組
み
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
「
学
校
教
育
に
お
け
る
食
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
活
用
し
て
、
食

育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
衛
生
指
導

も
拡
充
し
ま
す
。

*
我
孫
子
第
四
小
学
校
と
湖
北
台
東

小
学
校
の
給
食
調
理
業
務
を
新
た
に

委
託
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て

供
給
で
き
る
水
道

*
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
な
ど
の
老
朽
管

の
布
設
替
え
を
約
9
M行
い
ま
す
。

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
残
存
埋
設
距
離

山
野
印
刷
程
度
に
な
る
予
定
で
て

*
地
震
や
そ
の
他
の
水
道
災
害
時
に
、

非
常
用
発
電
設
備
の
燃
料
を
優
先
的

に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
長
時
間
電

力
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
深
井
戸

か
ら
飲
料
水
を
取
水
で
き
る
よ
う
、

非
常
用
自
家
発
電
機
の
賃
貸
借
契
約

を
結
び
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新

木
地
区
と
布
佐
地
区
に
耐
震
型
緊
急

用
貯
水
槽
の
設
置
の
準
備
を
進
め
ま

す。*
3
浄
水
場
の
保
守
点
検
を
行
い
、

浄
水
場
施
設
の
維
持
保
全
に
努
め
ま

*
新
木
小
学
校
、
湖
北
台
西
小
学
校

校
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
の
大
規
模
改

造
工
事
や
、

2
年
度
に
増
築
工
事
を

予
定
し
て
い
る
我
孫
子
第
三
小
学
校

の
設
計
を
行
い
ま
す
。

「
地
鵠
巴
根
ざ
し
定
数
育
の
充
実
」

申
地
域
掌
'
習
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

我
孫
子
市
な
ら
で
は
の
文
化
・
環
境

資
源
を
学
習
に
活
用
す
る
と
と
も
に

教
職
員
の
地
域
学
習
の
指
導
力
向
上

に
努
め
ま
す
。

*
職
場
体
験
・
職
場
見
学
を
取
り
入

れ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ
ら
に
推
進

し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
成
長
・
自
立
へ
の
支
援
戸

*
「
あ
ぴ
こ
発
見
ウ
オ
l
ク
」
を
実

施
し
ま
す
。

*
手
賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
を

年
3
回
実
施
し
ま
す
。

*
「
一

小
あ
ぴ
つ
子
ク
ラ
ブ
」
の
検

証
を
行
い
、

2
校
目
以
降
の
選
定
な

ど
具
体
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

*
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
啓
発

.
理
解
講
座
を
行
い
条
約
の
普
及
に

努
め
ま
す
。
子
ど
も
に
関
す
る
条
例

制
定
は
、
幻
年
度
の
子
ど
も
総
合
計

す
。
ま
た
、
湖
北
台
浄
水
場
の
次
亜

塩
素
貯
留
槽
と
注
入
機
更
新
工
事
の

平
成
包
括
主
度
着
手
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
水
道

*
湖
北
、
新
木
、
布
佐
地
区
の
漏
水

調
査
を
実
施
し
、
漏
水
に
よ
る
無
効

水
田
事
乞
削
減
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

*
我
孫
子
市
環
境
基
本
計
画
、

「あ

ぴ
こ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
E
」
に

基
づ
き
、
廃
棄
物
の
減
量
、
再
資
源

化
、
電
気
使
用
量
の
削
減
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

お
客
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
水
道

*
辺
年
度
の
料
金
改
定
を
目
指
し
、

需
要
構
造
に
対
応
さ
せ
る
た
め
の
基

礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

画
の
見
直
し
後
に
、
策
定
作
業
に
入

り
ま
す
。

新
た
な
文
化
創
造
と

地
域
文
化
の
継
承

「
新
定
芯
文
化
・
芸
術
活
動
の
創
出
」

*
「
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
タ

mア
ピ
コ

偲
」
を
9
月
に
手
賀
沼
公
園
で
実
施

し
ま
す
。

歪
活
文
化
・
郷
+
占
芸
能
の
発
掘
と
継
承
」

牢
一
第
却
回
郷
土
芸
能
祭
を
ロ
月
に
開

催
し
ま
す
。

屋
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
害
・
活
厘

*
手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備
計
画
で
は

2
月
に
策
定
し
た
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
国
土
求
通
省
の

「ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
を
活
用
す
る
た
め
、

2
年

度
の
事
業
着
手
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

*
白
樺
文
学
館
が
幻
年
度
に
我
孫
子

市
に
寄
贈
さ
れ
る
に
あ
た
り
施
設
運

営
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
、
白

樺
主
宰
一
館
と
共
同
運
営
を
し
ま
す
。

*
市
の
貴
重
な
文
化
財
の
ひ
と
つ
で

あ
る
杉
村
楚
人
冠
邸
の
保
存
と
活
用

を
図
る
た
め
、
「
手
賀
沼
文
化
拠
点

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
取
得
に
向

け
た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

*
技
術
系
業
務
の
課
題
整
理
と
運
営

管
理
コ
以
ト
の
分
析
を
行
い
、

2
年

度
を
目
処
に
包
括
業
務
委
託
の
導
入

を
目
指
し
ま
す
。

*
料
金
に
係
る
受
付
等
業
務
に
限
定

し
た
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
を
、

2
年

度
を
目
処
に
、
水
質
、
給
水
装
置
等

に
係
る
窓
口
業
務
の
機
能
を
備
え
、

窓
口
業
務
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

*
適
正
な
資
金
計
画
を
策
定
し
、
安

全
か
つ
有
利
な
資
金
運
用
と
な
る
大

口
定
期
預
金
へ
の
預
け
入
れ
や
国
債

の
購
入
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

*
高
度
浄
水
処
理
水
を
ベ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
ボ
ト
リ
ン
グ
し
、
市
の
行
事
や

催
し
な
ど
で
積
極
的
に
P
R
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
災
害
時
用
の
備
蓄
水

と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

耐震相談・診断を
更けてみませんか

布佐駅東口駐輪場定期利用の申し込みを開始 全景、屋根・外壁の仕様が判別できる写真。そ

のほか壁面のひひ事J札床下の状態など、気に

なる部分の写真)

申し込み・固 電話で住宅課・内線526ヘ(後
目、申込書の提出あり)

※市では、耐震診断の電話による勧誘や戸別訪

問は行っていません。不明な 仇長

点は住宅課へお問い合わせく 針穂、、
ださい。~奨宅銀 l

市では、平成17年2月から木造住宅を対象
に、無料の耐震相談・診断を行っています。ま

だ受診されていない方はお申し込みください。

日程・場所 (右表)参照

内容昭和56年5月31日以前に建築された木
造住宅(木質プレハブ住宅などは除く)を対象

に、建築士が会場内で相談・診断を行う

※図面や写真を参考に聞き取りを行い、図面か

ら壁の位置や仕様・量、建物の形の診断や屋

根・外壁・床の劣化度などを点数化し評価します。

費用無料

持参建築確認通知書(必携)、写真(建物の

受付日時 3月15日出から3月31
日明)…午前6時30分から午後6時

30分まで(休業日なし)
4月1日閃以降・・午前6時30分か

ら9時30分まで (12月29日"'1月
3日-日曜・祝日をのぞく)
使用料金 自転車・・年間3.720円
原動機付自転車・・・年間7.320円
募集台数先着600台
園側我孫子市都市建設公社ft718
5・1144・布佐駅東口駐輪場ft7189
・1858(日曜日・祝日を除く午前6
時30分から9筒30分)

駐輪場管理棟に用意の申請書に

必要事項を記入し、駐輪場に提出

してください。継続して利用を希

望する場合も必ず申請してください。

なお使用料の納付方法が変更に

なります。申請書受付聞に受け取

った払込取扱票を使って、郵便局

で支払ってください。払込領収書

を駐輪場に提示すると、駐車証と

駐車シーjレカ咳付されます。

利用期間 4月1日から平成21
(2009)年3月31日まで
利用対象自転車.Jjj葡機付自転車

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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平成18(2006)年度の

V表 1重点施策の評価結果

重点施策名 20年度までの達成目標・指標 2次評価 改善策
{達成目標]子育てしやすい環境整 . r子育て支援jのソフト面、ハード面の吾施策は、おおむね順調に進めら -指標の設定は、「子育てのしやすさJをテーマに各施策の達成
備を推進し、親が喜びを持って楽 れており、一定の成果を上げていると思われる 度から算定可能なものを工夫していくことも必要と考える。
しく安心して子育てができるよう -指標の{持ちたい子どもの数jは、施策を評価するには難しい。目標の 「子育て支援j全体を評価する指標のとらえ方について検討

にする 達成度を測る指標を工夫すること する

子育て支援
[指標]0子どもを持ちたいと思う -告種相践は、利用者のニーズを把握して、相設曜日 ・時間などきめ細か -各種相殻は、利用者のニーズを踏まえ、必要があれば相蔽曜
人が、持ちたいと思う子どもの人 いサービスができるよう工夫すること 日や時間などについて研究する
教を持てること @乳幼児を持つ -保育園の委託化や居場所づくりと学童保育の一体化による、効果的な施 -学童保育と子どもの居場所は、子どもの居場所のモデル校の

子育て世代を対象とした調査から、 策に努めること 事業の検証を行いながら、事業の連携や子育てのサポートを
実際に持ちたい子どもの人数の数 -市民やNPOなどとの連携を強めながら地減でのコーデ.ィネー卜機能を充実 してくれる地繊の人たちの協力も含めて、事業内容や運営の
値を上げること させ、そうした施策への資源配分を強化し地域での子育て力を高めること あり方を検討する

[達成目標]路線パスの充実、駅構 . r公共交通の利便性j向上への取り組みはおおむね計画的に進められている -市全体の総合的な交通計画の策定に向けた調査研究を行う
公共交通の

内のバリアフリー化推進、成回線 -今後、成回線複鰻化への対応の見直しゃ、タクシーの活用推進などに取 -指標は達成状況がより分かるものを設定する

利便性の向上
の増発などのJR東日本への要望 り組むことが必要である。さらに、市全体の総合的な交通計画に取り組 -成田績は複線化ではなく、増発の実現に向けて地元負担を含

[指標1・市民満足度調査 @駅の工 み、鉄道・パス・タクシーの、より効果的・効率的な活用を推進してい めた具体的な提案をJR東日本ヘ行う
レベーター・工スカレーターの設置率 く必要がある -乗り合いタクシーの導入を研究する

{達成目標]子どもが健やかに成長 -施策はおおむね{子どもの成長・自立への支援jに向けて進められてい -指標は重点施策の達成状況がより分かるものを検討する

子どもの できる環境をさらに充実する るが、行政が本来果たすべきコーディネー卜としての役割、青少年団体 -事業やイベン卜は、今後民間に任せられるよう見直しを進め、
成長・自主ヘ {指揮]or自分のことが好きかJ(自 への情報提供・相談などの支援などに重点をおき施策を行う必要がある 行政は青少年団体をつなぐコーディネー卜の役割を果たす
の支援 己肯定感)8祉会体験などの学習目 -指標の{自己肯定感jは、施策を評価する指標としては大きすぎる。目 -青少年団体への情報提供や相談などの支援業務は、情報提供

標に対し達成できた子どもの割合 標の達成度を測る指標について工夫すること の回数や相殻回数を増やすなどして積極的に進める

問委員6人と市職員3人で構成)が行いました。
評価結果の概要は、 重点施策が表1、事務事

業(改善が必要とされたもの)は表2のとおり

です。改善が必要なものについては、改善を加

えました。また予算に反映させるものは、平成

20年度予算に反映させていきます。
行政評価の詳細は、市ホームページと行政情

報資料室(本庁舎1階)でご覧になれます。
固企画調整担当・内線211

平成18年度の行政評価の結果を、お知らせ
します。

1次評価は、市長が指定する3つの重点施策
(第一次基本計画から「子育て支援J、「公共突通
の利便性の向上J、「子どもの成長自立への支援J
を選定)と、全事務事業 (1233事業)につい
て担当部局が行いました。

2次評価は、 3つの重点施策とこの施策を構
成する47の事業について行政評価委員会(民

-ー-

さらに、子育て支援の充実と交通の利便性の向上を

第=決基本計画(翼)が
まとまりました
最終結果は4月16日号で

市
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
第
二
次

基
本
計
画
(
初
年
度
i
U年
度
)
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
、
総
合
計
画
審
議
会
を
は

じ
め
市
政
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
を
い
た
だ

き
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

2
月
包
日
に
は
、
総
合
計
画
審
議
会

(
大
久
保
暗
生
会
長
〈
中
央
学
院
大

学
教
授
〉
)
か
ら
星
野
市
長
に
、
答

申
書
と
付
帯
意
見
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
(
計
画
案
は
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
と
行
政
情
報
資
料
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
)

最
終
的
な
第
二
次
基
本
計
画
の

計
画
概
要
は
、
審
議
会
の
答
申
書

と
付
帯
意
見
の
要
旨
と
あ
わ
せ
て
、

4
月
日
日
号
の
広
報
あ
ぴ
こ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固

企
画
開
整
担
豆
一
一

・
内
線
2
1
1

v表2 事務事業の評価結果[1]次評価~事業と 2次評価m事業のうち、改善が必要とされた事務事業)

評価結果
1次評価の結果 (2次評価対象事業を除く)

件数 事務事襲名

拡充 9 
「市有建築物の工事監督Jr日常生活用具の結付に伴う支払Jrスーパーバイザーの活用Jr利用者送迎の充実Jr巡回相殻j
「救急、救助業務(西署)Jr国際理解教育の推進 (AL T事業)Jrキャリア教育の推進Jr心の教室相談員の派遣j
「障害者自立支援法による支援体制の整備Jr利用者支援体制の検討Jrウオーキング講座Jrコンビュータ教育・英会話

結合 11 振興授業Jr親と子のふれあい教室Jr合奏の森(芸術文化参加)Jrプラザコンサー卜 (芸術文化鑑賞)Jrあびこ若い芽
のコンサー卜(芸術文化鑑賞)H健康スポーツ普友事業Jr総合型地域スポーツクラブの育成Jr職員福利厚生会運営事業j

休止 「我孫子市における先導的住宅施策に関する方針の見直し(充実)J

改
「給与見直し検討委員会の開催H通所授産施設運営の支援(重度重複加算)H特区デイサービスの実施に伴う委託料の支払j

廃止 11 「障害児タイムケアサービスの実施H在宅訪問歯科保健事業H家庭の日の作文H子ども竹炭作り体験教室H小・中学生ワー

普 クキャンプJrヤング・トウギャザー・ナウ{文化芸術活動の普友)Jr作曲の広場JrちぱDC自様派の足跡を巡るj
縮小 4 I利用者宿泊体験の充実Jrリフト付ワゴン貸出事業Jr学技ボランティア支援事業Jr男女平等教育児童・生徒用リーフレッ卜j

「都市間交涜の推進Jr管理職登用試験制度の実施Jr新規職員採用業務Jr定期健康診断Jr千葉県市町村職員年金者連盟
我孫子支部の事務局事務Jr陪層別研修Jr専門・特別研修Jr職員提案事業Jr庁内報発行事業Jr情報化推進センター運

事業手法
23 
営会議の設置Jr工場アパートの建設Jr創業者支援研修会の実施Jf障害者を対象としたIT講座Jr成人歯科健康診査Jr市

見直し 道24・003号線 (我孫子字妻子原地先)の改良Jr道路きわ棄観形成事業補助金交付Jr住宅情報の総合的提供Jr我孫子
市増改築等工事施工業者紹介事業Jr所報・わくわくの発行Jr乗馬体験事業JrミュージカルCD活用推進事業Jr地減福
祉ゼミナールJrアビスタフェアj

合計 59 

評価結果
2次評価の結果

件数 事務事襲名

改
拡充 1 I r子どもの居場所(児童館機能の施設)づくり事業j

普 事見業直手し法 41 ~成回線複線化促進期成会の活動J rABIKOチャレンジ・ウオークの実施Jr母子自立支援員事業の推進Jr長期農業体験
の実施J

合計 5 

E事懇;;m:泊芭函E遭遇

.特定健康~査の発送対象者

平成20年4月1日~平成21年3月31日の聞に40歳から74掻になる
我孫子市国民健康保険に加入している方(平成20年4月1日現在)
・後期高齢者健康~査の発送対象者

75歳以上の方(昭和8年3月31日以前に生まれた方)
.各種がん検替の発送対象者

年齢は女性20歳以上、男性は40歳以上とし、次の08のいずれかに該当する方。
@過去5年以内に大腸がん、乳がん、子宮がん、前立膿がんのいずれかの検診を受診した方。
@平成20年4月1日"'21年3月31日の聞に、 20歳.25歳.30歳.35歳に達する
女性。 40歳.45歳.50歳.55歳.60歳.61歳.65歳.70歳に達する男女。(特
別徴収者、市内老人ホーム入所者を除く)

+75蹴巴なられる万の健(検)~
昭和8年4月1日~昭和9年3月31日生まれの方は年度内(平成20年4月1日"'21
年3月31日)に医療保険者力略行するため、 20年度は市が行う各種がん検診のみに
なります。平成21年度からは、後期高齢者健康診査の対象となります。

EE張回語電話事摺去三123hm;:季語・

豆診努は5月末に発迭の予定です
平成20年度から、これまでの生活習慣病健診は廃止され、国民健康保険や健康保険組合など
の医療保険者による「特定健診Jが実施されます。市では、 40歳から74歳までの我菰子市国民
健康保険加入者を対象に、特定健診を実施します。 (75歳以上は後期高齢者健康診査を実施)
対象者には、各種が人検診とあわせて受診券を送付します(昨年までは3月末に送付)。
特定健齢、各種がん検~実施時期 平成20年6月"'21年1月末まで(大腸がんは10月から)
受~券発送時期平成20年5月末(予定)
※各種が人検診発送対象者以外でがん受診券を希望される方は、

6月1日以降に健康づくり支援諜までご連絡ください。
※集団検診は、子宮がん…6月、乳がん…6"'7月、胃がん…(前期)
7"'8月・(後期)2月、結核・肺が人検診・.10月実施予定。
※国民健康保険の加入者以外の方の「特定提診Jの詳細は、ご加入
の健康保険組合などにお問い合わせください。

固健康づくり支語意思(保健センター)c7185・1126

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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国
民
健
康
保
険

異
動
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
保
険

と
は
異
な
り
、
加
入
や
脱
退
な
ど
の

手
続
き
を
自
分
で
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
左
表
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
比
日
以
内
に
手
続
き
-を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
る

」んなとき 必要なもの

我孫子市に転入してきたとき 印鑑

臆場の健康保険をやめたとき
印鑑、聴場の健康保険をやめ

国 た証明書
保
職場の健康保険の被扶養者でな 印鑑、職場の健康保険の扶養

入 くなったとき をはずれた証明書

る
子どもが生まれたとき

印鑑、保険証、世帯主の預金
と 通帳
き

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

震
我孫子市外ヘ転出するとき 印鑑、保険証

職場の健康保険に入ったとき
印鑑、国保と職場の健康保険笹

職場の健康保険の披扶養者になったとき

死tしたとき 印鑑、鰍証、葬祭を行った方

ると の預金通帳

き生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保護開始決定通知書

世帯主・氏名が変わったとき

市内で転居したとき
印鑑、保険証

退職者医療制度に該当しなく
そなったとき

の
退職者医療制度に該当したとき 印鑑、保険証、年金証書

修学などで他市町村に居住する 印鑑、保険証、在学証明書、

他
とき(住民票を移す場合) 転出届

印鑑、申請に来た人を証明する

保険証をなくしたとき もの恒転免許証など)
※代理の場合は、委任状と本人
を証明するものが必要です。

V異動事由と手続きに必要なもの

SB1 

ムタ醇切
(スズメ目ムクドリ科)

ム
ク
ド
リ
は
、
人
家
の
戸
袋
を
利

用
し
て
子
育
て
し
た
り
、
駅
前
の
街

路
樹
に
集
団
で
ね
ぐ
ら
を
と
っ
た
り

す
る
都
市
烏
で
、
我
孫
子
市
内
で
も

一
年
中
よ
く
見
か
け
る
、
と
て
も
身

近
な
野
鳥
で
す
。

ス
ズ
メ
の
よ
う
に
両
脚
で
ピ
ヨ
ン

ピ
ョ
ン
は
ね
る
ホ
ツ
ピ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
で
は
な
く
、
脚
を
交
互
に
踏
み
出

す
ウ
オ
l
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
歩
き
、

身近なと

小池勉さん(蝿の博物館友の会)

斉麗安行 L鳴の博物館学芸員)

.J蹴 g

写真

文

草
の
中
に
く
ち
ば
し
を
差
し
入
れ

て
カ
ッ
と
聞
き
、
草
や
土
を
こ
じ

え
さ

開
け
餌
を
探
す
し
ぐ
さ
は
、
地
上

で
餌
を
採
る
こ
と
の
多
い
ム
ク
ド

リ
が
、
地
中
に
潜
む
獲
物
を
見
つ

円
だ
す
の
に
最
適
な
方
法
で
す
。

く
ち
ば
し
を
大
き
く
聞
く
こ
と
で
、

前
方
の
視
界
が
開
け
、
獲
物
を
よ

り
見
つ
け
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

立
春
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
、

体
色
の
漉
い
オ
ス
と
や
や
薄
い
色

の
メ
ス
が
、
っ
か
ず
離
れ
ず
連
れ

立
っ
て
歩
く
姿
が
自
に
つ
く
よ
う

こ
ろ

に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
子
育

て
す
る
場
所
に
白
星
を
付
け
、

4

月
に
入
る
と
産
卵
が
始
ま
り
ま
す
。

一
腹
の
産
卵
数
は
5
1
7
個
で
、

卵
は
ト
ル
コ
石
の
よ
入
手
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
で
す
。

と

「医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

る
」「
未
加
入
期
聞
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
一
度
に
請
求
さ
れ
る
」

「資
格
を
失
っ
た
保
険
証
で
治
療
を

受
け
た
と
き
に
、
あ
と
で
保
険
者
負

担
分
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ

る
」
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
や

そ
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
が
、

そ
の
ま
ま
無
保
険
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
例
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
必
ず
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、

⑨
(
修
学
な
ど
で
他

市
町
村
に
居
住
)
を
申
請
し
て

い
る
方
で
、
学
生
で
な
く
な
っ

た
と
き
や
就
職
し
た
と
き
は
、

必
ず
親
元
の
世
帯
の
住
所
地
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
2

4
 

春
休
み
か
ら
営
業
を
再
開

ミ
-
-
S
L

レ
シ
タ
ザ
イ
タ
ル

水
主
パ
ス

。
ミ
ニ
S
L

営
業
日

3
月
日
日
出
か
ら
4
月
6

日
制
:
・月
曜
日
を
除
く
毎
日
、

4
月

7
日
以
降
:
・土
・
日
曜
日
、
祝
日

(
雨
天
・
荒
天
時
は
運
転
中
止
)

営
業
時
間

3
月

-m月
・
日
月
:
-

m時
か
ら
日
時
、

4
月
か
ら
9
月:・

9
時
加
分
か
ら
口
時

場
所
手
賀
沼
公
園

料
金

2
周
2
0
0
円

。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

営
業
日

ミ
ニ

S
L
と
同
じ

後期高齢者医療制度が

4月からはじまります

営
業
時
間

3
月

-m月
・
日
月
:
・

9
時
か
ら
日
即
時
(
貸
し
出
し
は
日
時

ま
で
)
、
4
月
か
ら
9
月:・
9
時
か

ら
げ
時
(
貸
し
出
し
は
日
時
ま
で
)

貸
出
場
所

手
賀
沼
公
園
、
サ
イ
ク

ル
パ
1
ク
我
孫
子
駅
南
口
、
サ
イ
ク

ル
パ
l
ク
天
王
台
駅
南
口
、
鳥
の
博

物
館
、
柏
市
中
央
体
育
館
、
道
の
駅

し
よ
う
な
ん
、
手
賀
沼
フ
イ
ツ
シ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
(
返
却
は
、
ど
の
貸
出

場
所
で
も
可
)

料
金
大
人
3
0
0
円
、
小
学
生
以
下

老
人
保
健
法
に
よ
る
老
人
医
療
の

受
給
者
(
百
歳
以
上
の
方
と
一
定
の

障
害
を
お
持
ち
の
臼
歳
か
ら
九
歳
ま

で
の
方
)
は
、
現
在
入
っ
て
い
る
保

険
か
ら
脱
退
し
、

4
月
か
ら
新
し
い

保
険
制
度
で
あ
る

「後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

-
新
し
い
被
保
険
者
証

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
に
な
る
方
に
は
、

3
月
末
固
ま

で
に

「被
保
険
者
証
」
を
郵
送
し
ま

す
。
平
成
初
年
4
月
1
日
以
降
に
医

療
機
関
等
に
か
か
る
際
は
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

-
保
険
料
の
収
め
方

保
険
料
は
基
本
的
に
、
年
金
か
ら

特
別
徴
収
(
天
引
き
)
さ
れ
ま
す
。

(
年
額
四
万
円
以
上
の
年
金
の
あ
る

方
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
の

Aあゆみの郷鉄道(ミニSL)

1
0
0
円

。
手
賀
沼
水
上
パ
ス

営
業
日

4
月
か
ら
叩
月
ま
で
の
土

・
日
曜
日
、
祝
日

(
雨
天

・
荒
天
の

場
合
は
運
休
)

営
業
時
間
手
賀
沼
公
園
発
叩
時
・

ロ
時
・
比
時
4
親
水
広
場
発
日
時
日

分
・
ロ
時
叩
分

-
U
時
叩
分
↓
手
賀

沼
フ
イ
ツ
シ
グ
セ
ン
タ
ー
着
、
手
賀

沼
フ
イ
ツ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
発
叩
時

ω分
・
ロ
時
必
分

-
H時

ω分
4
親

水
広
場
発
日
時
叩
分
・
日
時
叩
分
・

日
時
日
分
4
手
賀
沼
公
園
着
目
時
加

分
・
日
時
却
分
・
日
時
却
分

料
金
大
人
一
区
間
2
0
0
円
・
二

区
間
3
0
0
円
、
中
掌
生
以
下
一
区

間
1
0
0
円
・
二
区
間
2
0
0
円

圃
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
告
7
1
8
3

.
1
1
3
0
宮

0
9
0
・
4
5
2
0

3
6
0
3
(水
曜
日
を
除
く
)

2
分
の
l
を
超
え
て
い
な
い
方
)

4
月、

6
月、

8
月
の
年
金
支
給

の
際
に
、

4
月
上
旬
に
郵
送
す
る

「仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
に
記
載

さ
れ
た
額
で
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
。
日
月
に
は
再
度

「徴
収
額
決
定
通
知
書
」
で
確
定
し

ま
す
の
で
、
後
半
の
叩
月
、
ロ
月
、

2
月
支
給
分
で
調
整
し
た
額
で
、
年

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
普
通
徴
収
の
方

(
特
別
徴

収
と
な
ら
な
か
っ
た
方
)
に
は
、

7

月
に

「保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
と

「保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
送
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
金
融
機
関
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

av被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
方

平
成
初
年
3
月
担
固
ま
で
に
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
保

険
料
は
、
平
成
初
年
度
の
4
月
か
ら

9
月
ま
で
は
保
険
料
は
免
除
し
、
日

図体験水田の参加者を募集

a讃沼.，墨倒轟お鵜割』

月
か
ら
3
月
分
ま
で
は
保
険
料
を
9

割
軽
減
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
額

1
8
0
0
円
の
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
と

「保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
、
日
月

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金

融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

av古
い
老
人
医
療
受
給
者
証
や

国
民
健
康
保
険
証

平
成
初
年
4
月
1
日
以
降
に
無
効

と
な
っ
た
老
人
医
療
受
給
者
証
や
国

民
健
康
保
険
証
は
、
市
役
所
ま
た
は

市
内
の
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
届
け
下
さ
い
。
な
お
、
健
康
手

帳
は
返
却
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃

3
月
末
ま
で
:
介
護
支
按
謀
・

内
線
4
1
4
・
4
1
5
4
月
か
ら

:
・
国
保
年
金
課
・
内
線
4
1
4
・
4

1
5

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
業
務
課
宮
0
4
3
・
3
0
8

・
6
7
6
8

申し込み・固

ハガキ、ファク

ス、 Eメールの
いずれかで、

「体験水田参加

希望J、代表者
の住所、氏名、

年齢、電話番号、参加者全員の氏名・年

齢を明記し、 4月7日必着で〒270・11

92市役所農政課(住持省略可)・内線5

10剛7185・5869Eメールnousei@city.

abiko.chiba.jpヘ

手賀沼のほとりの自然豊かな高野山

新田で、お米を作ってみませんか。作

業の指導は、体験水田を開設する農家

の方が行います。

なお、農業体験の後には、慰労会な

どの催しも行います。

蝿所鈴木農園(高野山新田)

内容 田植え、稲刈り、収穫祭ほか

対象・定員米作りに興味のある方、

先着100人(原則として家族での参加

をお願いします)

体験料 1人2000円(未就学児は無料)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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債
総

w
g
m
E同

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
序
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
第
2
回
社
会
教
育
フ
ィ
ル
ム

子
ど
も
向
け
惜
ミ
リ
映
画
会

日
3
月
辺
日
回
目
時
却
分
開
演

所

湖
北
地
区
公
民
館

内
湖
北
ミ
ニ
シ

ア
タ
ー
春
休
み
子
ど
も
映
画

「
ロ
ト

の
紋
章
」
(
必
分
)
「ち
ぴ
ま
る
子
ち

ゃ
ん
の
地
震
を
考
え
る
」
(
日
分
)

対
市
内
在
住
の
3
歳
i
u歳
く
ら
い

ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
当
日

先
着
2
5
0
入
費
無
料

圃
湖
北

地
区
公
民
館
宮
7
1
8
8
・
4
4
3

" 3 「伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
」

い
け
ば
な
子
ど
も
教
室
作
品
展

日
3
月
M
日
開
・
お
日

ω8時
加
分

i
U時

所
市
役
所

内
小
学
校
1

年
5
6
年
生
の
い
け
ば
な
の
作
品

(
作
品
は
お
日
制
に
い
け
ま
す
)

主
・
圃
我
孫
子
市
華
道
連
盟
・
岩
井

宮

7
1
8
8
・
2
0
5
3

春
だ
!
飛
び
出
せ
!

膏
春
コ
ン
サ
ー
ト
パ

I
ト
5

日
3
月
辺
日
回
目
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ

曲
目
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ユ

1
ジ
ョ
ン
ほ
か

対
当
日
先
着
3
0

0
入
費
無
料
出
県
立
我
孫
子
高

等
学
校
、
県
立
沼
南
高
等
学
校
、
県

立
沼
南
高
柳
高
等
学
校
、
県
立
湖
北

高
等
学
校

圃
本
城
宮
7
1
8
2
・

5
1
8
2
 

* 第1209号

あ
び
こ
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
固
定
期
演
奏
会

日
3
月
初
日
嗣
日
時
却
分
開
槙

所

湖
北
地
区
公
民
館

内
「
い
つ
も
笑

顔
で
大
空
に
歌
声
ひ
び
か
せ
よ
う

日
・
:
日
時

所
・・・場所

す
〈
ゐ

!
」
指
揮
:
・
勝
呂
美
智
子
さ
ん

ア
ノ
:・
遠
藤
麻
弥
さ
ん

曲
目
オ
リ

パ
1
の
マ
1
チ、

T
O
M
O
R
R
O

W
、
通
り
ゃ
ん
せ
、
お
お
牧
場
は
み

ど
り
ほ
か
費
無
料
主
・

圃
教
育

委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8
5
・
1
6

0 
1 第
6
回
岡
田
正
ニ
寄
贈
絵
画
展

日
3
月
日
日
出

s四
日
制
叩
時

s口

時
(
四
日
は
日
時
ま
で
)

所
市
民

プ
ラ
ザ

内
O
「故
岡
田
正
二
(
日

本
水
彩
画
の
第
一
人
者
で
、
生
前
は

市
内
栄
に
住
み
、
作
品
を
制
作
)
寄

贈
絵
画
展
」
水
彩
画
な
ど
約

ω点
を

展
示
。
岡
田
さ
ん
と
制
作
活
動
を

共
に
し
て
い
た
我
孫
子
市
出
身
の
鈴

木
喜
三
男
さ
ん
(
松
戸
在
住
)
の
水

彩
画
と
我
孫
子
市
在
住
の
日
暮
朝
納

さ
ん
の
油
絵
も
同
時
に
展
示
費
無

料

主

・
圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮

7
1
8
5
・
1
6
0
1

つ
ば
き
の
花
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

日
3
月
却
日
回
目
時
5
日
時
(
小
雨

実
施
)

所
都
市
緑
地
予
定
地
(
寿

2
の
お
、
緑
方
面
か
ら
ハ
ケ
の
道
沿

い
旧
村
川
別
荘
の

l
o
o
m手
前
に

階
段
状
の
入
口
あ
り
)

内
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
つ
ば
き
の
花
を
鑑
賞
、

景
観
形
成
市
民
会
議
の
活
動
な
ど
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
手
作
り
マ
ー

マ
レ
ー
ド
の
試
食
費
無
料

圃
景

観
形
成
市
民
会
議
・
佐
多
宮
7
1
8

3
・
0
7
4
9

「第
6
回
市
民
観
桜
会
」

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
一
部
夫
命

日
3
月
白
日
開
日
時
1
日
時
(
雨
天

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

ピ

中
止
)

所
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

日
番
・
日
四
番
ホ
1
ル
と
そ
の
周
辺

費
1
0
0
円
、
小
学
生
以
下
無
料

(
「我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
」

の
運
営
費
と
し
て
納
入
さ
れ
ま
す
)

※
入
場
は
五
本
松
公
園
向
か
い
側
の

特
設
入
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
五
本
松
運
動
広
場
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
場
内
で
は
喫
煙
や
飲
食
、
ペ
ッ
ト

の
持
ち
込
み
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
球
技

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ヒ

1
ル
の
高
い
靴
で
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

主
・
圃
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

宮

0
9
0
・
6
0
3
4
・
9
1
4
9

生
涯
学
習
講
座
「
た
ま
ゆ
ら
の
会
」

日
3
月
勾
日
回
目
時

1
日
時
初
分

所
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や

き
プ
ラ
ザ
内
)

内
講
演
会
講
師

:・町
筋
幸
江
さ
ん
(
家
庭
倫
理
の

会
)

対
当
日
先
磐
田
人
費
無
料

圃
野
口
宮
7
1
8
5
・
3
9
9
3

プ
ロ
の
能
楽
師
3
人
に
よ
る

能
楽
体
験
の
お
す
す
め

日
3
月
お
日

ω四
時
開
請

所
根
戸

近
隣
セ
ン
タ
ー

内
プ
ロ
の
能
楽
師

3
人
に
よ
る
実
頑
と
体
験
(
謡
・
仕

舞
笛
小
鼓
)
、
援
に
つ
い
て

の
説
明

出
梅
村
昌
功
、
八
反
田
智

子
、
鳥
山
直
也
費
無
料
(
全
席
自

由
)
咽
梅
謡
会
・
梅
村
宮
7
1
3

1
・
7
1
2
6

第
叩
回
あ
び
こ
陶
友
会

・

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
合
同
作
間
展

日
4
月
5
日
回
目
時

5
口
時

・
6
日

冊
目
時

1
日
時

所
湖
北
地
区
公
民

館

内
陶
芸
作
品
展
、
無
料
陶
芸
体

験
教
室
主
我
孫
子
市
、
我
孫
子
の

文
化
を
守
る
会

圃
石
鍋
宮
7
1
8

4
・
7
9
1
6

中
尾
葉
子
と
講
座
生
に
よ
る

日
本
画
展

日
4
月
5
日
出
5
9
日
制
叩
時

sm

時

(
9
日
は
日
即
時
ま
で
)

所
市
民

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

プ
ラ
ザ

内
日
本
画
の
展
示

料

圃
大
久
保
宮
7
1
8
7
・
0
2
費
無

9 
6 参

一周
し
て
み
ま
世
ん
か

地
域
対
抗
オ
セ
口
大
会

日
3
月
初
日
細
目
時

5
日
時
加
分

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
オ
セ
ロ
大
会
、
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
、
近
隣
の
方
と
交
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
?
(
地
域
ご
と
に
少
人
数
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
)

対
市
内

在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方
、
先
着
加

入
(
要
予
約
)
費
3
0
0
円
(
参

加
賞
あ
り
)

申
・
圃
電
話
で
市
民

プ
ラ
ザ
宮
7
1
8
3
・
2
1
1
1
へ

春
休
み
子
ど
も
N
P
0
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

内
・
日
・
所
。
自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
探
そ
う
:・
3
月
M
日
冊

目
時
却
分
1
口
時
、
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

&
軽
喫
茶
ぽ
ぽ
ら
@
団
体
や
施
設

で
塞
際
に
体
験
し
て
み
よ
う
(
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
)
:・
体
験
期

間
…

3
月
お
日
ω
1
4月
お
日
開
の

都
合
の
よ
い
日
、
市
民
活
動
団
体
や

施
設
。
体
験
し
た
こ
と
を
発
表
し

よ
う
・
:
4月
mm
日
細
目
時
加
分

5
日即

時

・
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け

や
き
プ
ラ
ザ
内
)

対
小
学
校
4
年

S
中
学
校
3
年
生
、
初
人

※
実
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
我
孫
子
市
、
社
会
福
祉
協
議
会

申
・
圃
電
話
か
E
メ
1
ル
で
、

3
月

ふ
ち
b
F
a
g

2
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
示
し
、
市
民
活
動
支
援
課
宮

7
1
8
5
・
1
4
6
7
E
メ
1
ル
印

『
町
ロ
U
H
W釦
昨
日
ロ
仏

ocmwの
F4n一可・
ωσF

W
0
・nEσω
・号へ

認
知
症
サ
ボ
I
タ
I
養
成
講
座

日
3
月
包
日
開
U
時
i
M時
却
分

所
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
け
や

き
プ
ラ
ザ
内
)

内
認
知
症
を
正
し

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し

て

「認
知
症
サ
ボ
l
タ
l
」
を
養
成

対
先
着
犯
人
費
無
料

持
筆
記
用

具

申
・
圃
電
話
で
3
月
幻
固
ま
で

に
エ
ス
ポ
ワ
l
ル
わ
が
家
宮
7
1
8

8
・
9
7
6
6
(
平
日
9
時

S
M

時
)
へ

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
3
月
幻
日
同
日
時
加
分

5
日
時
加

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換

対
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
費
無
料

圃
介

護
支
援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ

開
塾
5
0
0
回
記
念
特
選
公
開
講
座

日
3
月
M
日
冊
目
時
開
演

所
ア
ピ

ス
タ

内
講
座
。
B
R
I
c
s
シ
リ

ー
ズ
。

「
つ
い
に
走
り
出
し
た
巨

象

・
イ
ン
ド
」

(
世
界
の
I
T
を
リ

ー
ド
す
る
イ
ン
ド
の
現
状
と
方
向
性

を
探
る
)
講
師
:
・
平
林
博
さ
ん
(
例

日
印
協
会
理
事
長
)

対
先
着
1
0

0
入

費

7
0
0
円
(
全
席
自
由
)

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
で
住
所

・
中山川匂

・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ふ
れ
あ
い
塾

あ
ぴ
こ

・
足
助
宮
郎
7
1
8
3
・
3

6
0
3
へ

子
ど
も
と
大
人
の

社
会
参
画
に
つ
い
て
の
研
修

日
3
月
却
日
同
日
時
却
分

S
M時

所
ア
ビ
ス
タ

内
@
研
修
会
(
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
参
加
型
の
研
修

会
)
@
講
演

「こ
の
時
代
、
地
域

の
子
ど
も
の
活
動
と
そ
れ
を
支
え
る

大
人
の
役
割
と
逮
携
」
講
師
:・木
下

勇
さ
ん
(
千
葉
大
学
園
芸
学
部
教

授
)

対
子
ど
も
の
地
域
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
、
先
着

ω入
費

5
0

0
円
主
あ
ぴ
こ
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

住
所

・
震

・
電
話
番
号
を
明
示
し
、

あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
・
大
木
宮
町
7

1
8
8
・
9
0
7
8
へ

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ぼ
し
ゅ
う

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

任
期
4
月
i
平
成
辺

(
2
0
1
0
)

年
3
月
対
却
歳
以
上
で
日
常
の
活

動
が
で
き
る
市
内
在
住
の
方
、
先
着

加

入

内

J
A
S
規
定
で
定
め
ら
れ

た
有
機
食
品
の
品
数
や
表
示
状
況
の

調
査

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

鋭
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、

3
月
お
日
必
着
で
〒

2
7
O
I
l
l
9
2
(
住
所
省
略

可
)
市
役
所
商
工
観
光
課

・
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
4
6

9
へ
ま
た
は
直
接
持
参

げ
ん
き
フ
ェ
ス
タ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

6
月
mm
日
制
に
湖
北
地
区
公
民
館
、

湖
北
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

「げ
ん

き
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
8」
の
ジ
ュ
ニ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

日
・
所
第
1
回
集
ま
り
:
・4
月
6
日

冊
目
時
却
分
・湖
北
台
東
小
学
校
(
地

域
交
流
教
室
)

2
回
目
以
降
の
集

ま
り
・
・
・
毎
週
日
曜
日
日
時
却
分
i
M

時

・
湖
北
地
区
公
民
館
ほ
か

対
小

学
生

i
高
校
生
費
6
0
0
円
(
書

加
費
)
主

・
申
・
圃
電
話
で
あ
ぴ

こ
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
栗
原
告

0
9
0
・
2
4
6
7
・
2
3
2
7
へ

石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会
委
員

「
市
民
の
代
表
委
員
」

任
期
4
月
S
平
成
辺

(
2
0
1
0
)

年
3
月
ま
で
の

2
年
間

内
講
習

会

・
学
習
会

・
啓
発

・
調
査
な
ど
の

活
動

対
市
内
在
住
で
石
け
ん
利
用

推
進
活
動
を
と
お
し
て
、
環
境
の
保

全
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
方
、

5

人
以
内

※
イ
ベ
ン
ト
活
動
費
支
給
あ
り
。

申
・
圃
「
石
け
ん
利
用
と
環
境
」
を

テ
l
マ
に
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
8
0
0

字
以
内
)
を
そ
え
て
、
住
所
、
時
制
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

単元教l 日時
14/2 10時30分~
3単元14/213時00分~
4/3 10時30分~
4/1210時30分~
4/1213時~

5単元14/1215時~
4/1910時30分~
4/1913時~
4/2310時30分~
4/2313時~

5単元14/2410時30分~
4/2413時~
4/2510時30分~

※1単元(el:90分。受講料l武教材費、通信費を含む。
※お楽しみ講座(el:，パソコン入門講座を修了した方対象。

5500円
インター
ネット
講座

デジタル
カメラ
講座

受講料

3500円

講座名

パソコン
入門講座

明
記
し
、

3
月
お
日
必
着
で
〒
2
7

o
l
-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
市

役
所
商
工
観
光
課
宮
7
1
8
5
・
1

4
6
9
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

観
引
回
全
国
笠
原
摘
祉
察
か
ご
し
ま
大
会

一長
痔
社
会
・
私
の
主
張
二
帯
コ
ン
ク
ー
ル

日
月
お
日
出
か
ら
お
日

ωに
「
か

ご
し
ま
で
元
気

・
ふ
れ
合
い

・
ゆ

め
噴
火
」
を
テ
1
マ
に
第
幻
回
全
国

健
康
福
祉
祭
か
ご
し
ま
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
合
わ
せ
て
、
「
長
寿
社

会
・私
の
主
張
」
等
コ
ン
ク
ー
ル

(
3

部
門
)
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

。

「長
寿
社
会

・
私
の
主
張
」
:
・
内

高
齢
者
の
生
活
を
、
豊
か
で

・
明
る

く
・
い
き
い
き
と
す
る
こ
と
に
関
し

て
、
経
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、

意
見
、
主
張
(
縦
書
き
A
4
サ
イ
ズ

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以

内
)

対
昭
和
M
年
4
月
1
日
以
前 3500円

受付時間 午前10時から午後6閏
定員各講座15人(匠蕩者多数の場合は抽選)
申し込み・固 窓口、または電話かファクス
で3月25日までに市民プラザO7183・2111
剛7183-5300ヘ

3500円
お楽しみ
講座 13単元
(名刺作成)

8000円

8000円

ワード
2∞3 
講座

エクセル
2∞3 
講座

生
ま
れ
の

ω歳
以
上
の
方
。

「長

寿
社
会

・
小
学
生
作
文
」
:
・
内
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
お

年
寄
り
と
の
交
流
を
通
じ
て
学
ん
だ

こ
と
、
感
じ
た
こ
と
(
縦
書
き
4
0

0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
以
内
)

対
平
成
初
年
4
月
現
在
、
小
学
1
年

5
6年
生
ま
で
の
児
童

O
「長
寿

社
会
・
小
掌
生
の
絵
」
・
:
内
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
お
年

寄
り
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る

姿

・
子
ど
も
と
究
流
し
て
い
る
姿
な

ど
(
画
用
紙
四
つ
切
り
5
4
0
醐
×

3
8
1
醐
)
対
平
成
初
年
4
月
現
在
、

小
学
1
年
1
6年
生
ま
で
の
児
童

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
側
長

寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
「長
寿
社
会
・

私
の
主
張
」
等
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
・

企
画
振
興
部
告
白
・

5
4
7
0
・
6

7
5
3
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

7
2旬
、
¥
若

者
宅
・

5
R
F
R
-号
¥
へ。

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校jの事業です。
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日
3
月
沼
田
川
W
9
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
3
月
凶
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
開
会
予
定
時
間

前
に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室

し
て
く
だ
さ
い
圃
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

土
地
・
家
屋
の
価
格
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
が
、
他
の
土
地
や
家
屋
と
比

較
し
て
適
正
か
ど
う
か
判
断
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
と
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
4
月
1
日

ωi初
日
制
8

時
加
分

s口
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
)
縦
覧
場
所
市
役
所
課

税
課

対
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年

1
月
1
日
現
在
で
土
地
、
家
屋
な
ど

の
里
本
資
産
を
所
有
し
て
い
る
納
税

者
(
免
税
点
未
満
や
非
課
税
の
土
地

情

vgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

お

が

わ

ま

ほ

小
川

真
歩
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

音
楽
ガ
大
路
き
で
活
発
な
あ
て

仇
ぱ
ち
や
ん
で
す
。
や
さ
し
い
稜

斗
あ
兄
ち
ゃ
ん
が
大
路
き
!

第 1209号

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

-
家
屋
の
所
有
者
を
除
く
)
、
納
税

者
と
同
一
世
帯
の
方
、
納
税
者
の
代

理
人
(
代
理
人
は
委
怪
状
が
必
要
)

持
本
人
確
認
で
き
る
も
の
(
免
許
証
、

保
険
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
)
圃

課
税
課
・
内
線
3
3
8

自
動
発
行
機
の
休
止
に
つ
い
て

自
動
発
行
機
の
機
器
入
れ
替
え
作

業
の
た
め
、
自
動
発
行
機
を
(
左

表
)

の
と
お
り
休
止
し
ま
す
。

3月
設置場所 16日17日18日19日加日 21日

側 開 ω 側 (w 自首
市役所正面玄関 × 。。。。。
市民プラザ(エスパ内) × × × 。。。
湖北地区公民館 × × × × 。。
市民図書留布佐分館 × × × × × × 

能可用
ザ京
q

・

斗
A
MO
 
※
 

※
3
月
辺
日
出
か
ら
は
通
常
通
り
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

圃
市
民
課
・
内
線
3
6
0

嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地
の

利
用
方
法
の
変
更
に
よ
る
休
館

茎長さ
苔藤二

品聖F
32u 
旦ん

お
そ
と
大
路
ぎ
り
公
園
を
ス
ー

パ
ー
は
い
は
い
で
駆
け
巡
る
、
ニ

コ
ニ
コ
元
気
な
男
の
予
で
す
。

嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地
は
、
利
用

育
法
の
変
更

(
4
月
か
ら
)
に
伴
い

3
月
訂
日
同
か
ら
準
備
の
た
め
、
し

ば
ら
く
の
間
休
館
し
ま
す
。

な
お
、

4
月
か
ら
の
施
設
管
理
は

都
市
計
画
課
か
ら
、
新
た
に
教
育
委

員
会
文
化
課
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す。
利
用
方
法
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、

「
広
報
あ
ぴ
こ

4
月
1
日

号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8
5

.
1
6
0
1
 

×利用不可。

福
祉
広
報
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

発
行
延
期
に
つ
い
て

日
3
月
日
日
制
に
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
福
祉
広
報

「ぽ

っ
か
ぽ

か
」
は
、

保
健
福
祉
部
組
織
再
編
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
す
る
た
め
、

4
月

1
日
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

圃
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
4
5
5

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究
会

日
3
月
お
日
制
M
時

所
野
田
市
役

所

内
第
8
回
会
議
政
令
指
定
都

市
に
関
わ
る
詳
細
検
討
の
追
加
項
目

(
指
標
・
行
政
区
の
考
え
亙
守
)
に

つ
い
て

対
当
日
先
着
加
入

申
傍

聴
を
希
望
す
る
方
は
、
会
議
の
開
始

ヱ
芸
品
時
刻
の
加
分
前
か
ら
受
け
付
け

の
手
続
き
-を
行
っ
て
く
だ
さ
い
圃

企
画
調
整
担
当
宮
7
1
8
5
・
1
4

2
6
 

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51昭/2
水質環境基準 (C0 0値) 以下
千葉県湖沼水質保全計画による

12略/2年平均目標COD値
平成20年2月、月平均COD値

7.2略/2採水場所:手賀沼公園沖

平成19年2月、月平均COD値
5.2~ /2 

採水場所:手賀沼公園沖

開
園
に
向
け
て
準
備
中

「
(
仮
称
)
つ
ぱ
め
保
育
園
」
が、

市
内
で
叩
番
目
の
私
立
認
可
保
育
園

と
し
て
、
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年

4
月
開
園
(
予
定
)
に
向
け
て
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

開
園
場
所
は
、
中
峠
み
ど
り
台
地

区
で
定
員
は
却
人
で
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
4
4
5

このコーナーに掲践を希望する方

tel:，広報掲歳依頼書(市役所広報室
に用意または我頚子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲誠希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲議する内容はイぺン卜名・日l時・
場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者聞で行うようお願いします。

圃広報室t!7185・1269
制7185-0127

公共施設利用の活動は、優先的|こ

錫所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

‘' 
講
演
・

催
し

V
ト
l
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

①
3

月
四
日
制
湖
北
地
区
公
民
館
、
②
4

月
日
日

ω湖
北
台
近
セ
。
①
②
9
時

初
分
i
U時
初
分
。
「
コ
ス
メ
ポ
ー

チ
」
「
メ
モ
ク
リ
ッ
プ
」
に
お
花
を

描
き
ま
す
。

1
8
0
0
円
。
マ
l
レ

ン
・
坂
井
宮
7
1
8
8
・
3
1
3
0

v
mm脱
会
書
道
展

3
月
幻
日
働

5
お
日
制
叩
時

s
m時
(
幻
日
は
ロ

時
か
ら
、
お
日
は
日
時
ま
で
)
。
市

民
プ
ラ
ザ
。
議
な
表
現
を
し
た
鉱

総
・
町
中
・
行
草
書
家
刻
・
調
和
体
・

か
な
な
ど
加
点
を
展
示
。
入
場
無
料
。

大
井
宮
7
1
8
3
・
0
4
6
8

V
春
嫡
漫
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ

3

月
辺
自
国
・
m
u
日
同
日
時
S
M時。

ア
ピ
ス
タ
。
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ミ
キ
シ

ン
グ
。
華
麗
な
曲
多
数
。

5
0
0
円

(
お
萩
で
く
つ
ろ
ぎ
タ
イ
ム
あ
り
)
。

ピ
ュ

1
テ
ィ
・
フ
レ
ン
ズ
・
渡
辺
宮

7
1
8
4
・4
8
9
7
(
幻
時
以
降
)

V
増
田
都
子
先
生
の
社
会
科
授
業

「近
現
代
史
の
真
実
を
知
ろ
う
」
州

3
月
お
日
制
凶
時
。
湖
北
台
近
セ
。

映
画
「
侵
略
」
と
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
。

中
学
生
以
上
。

5
0
0
円
(
中
高
生

無
料
)
。
あ
ぴ
こ
平
和
ネ
ッ
ト
・
豊
田

宮

0
8
0
・
5
0
3
7
・
0
0
1
9

V
ボ
デ
ィ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
体
験
会

3
月
包
日
開
ア
ビ
ス

タ
ミ
ニ
ホ
1
ル
・
お
日
働
和
室
①
9

時
却
分

sm時
却
分
、
②
叩
時
却
分

1
日
時
初
分
。
や
さ
し
い
体
操
。

1

0
0
0
円
(
会
員
5
0
0
円)。

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 2月29日現在)
2月の発生件数 39件
今年の発生件数(1月-) 72件
前年同期比 +2件
2月の死者数 0人
今年の死者数(1月-) 2人
前年同期比 +2人
2月の負傷者数 45人
今年の負傷者数(1月-) 89人
前年同期比 + 1人

伊
豆
野
宮
間

7
1
8
2
・
5
3
6
2

V
麻
の
実
会
講
演
会

3
月
お
日

ω

日
時
却
分
5
日
時
却
分
。
保
健
セ
ン

タ
ー
(
湖
北
)
。
講
演

「ガ
ン
と
日

常
生
活
の
養
生
に
つ
い
て
」
講
師
:・

池
田
美
智
子
さ
ん
(
看
護
師
)
。
先

着
回
人
。
無
料
。
横
田
8
7
1
8
2

・
1
6
4
0

V
日
本
増
加
藤
間
流
(
紫
派
)
第

叩
固

「彩
の
会
」
修
練
会

3
月
お

日
凶
四
日
時
加
分
開
演
。
湖
北
地
区
公

民
館
ホ
l
ル
。
入
場
無
料
。
大
勢
の

方
々
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
広
田
宮
7
1
8
8
・

5
8
3
4
 

V
聴
こ
え
の
悪
い
人
遣
の
集
ま
り

3
月
お
日
働
日
時
1
日
時
。
ア
ピ
ス

タ
第
2
会
議
室
。

「
や
さ
し
い
脳

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
。
耳
の
聴
こ
え
の

悪
い
方
と
そ
の
家
族
。
無
料
。

N
P

O
千
葉
県
中
難
協
我
孫
子
地
区
会
・

上
野
宮
町
7
1
8
3
・
2
7
1
7

ぱ
〈
し
赤
う

V

「安
笑
寄
席
」

3
月
却
日
回
目

時
開
演
。
一
粒
の
麦
(
都
部
幻
の

1
)
。
山
遊
亭
金
太
郎
師
匠
ほ
か
。

1
8
0
0
円
。
一
粒
の
麦
・
木
田
宮

7
1
0
7
・
3
7
3
0

V
健
康
体
操
無
料
体
験
会

4
月
3

日
同
日
時
(
運
動
を
始
め
た
い
方
)
、

M
時
加
分
(
運
動
経
験
が
あ
る
方
)
。

s
p
a
c
e
L
A
Y
(本
町
3
の
7

の
叩
)
。

ω歳
以
上
の
方
、
各
加
入
。

無
料
。

N
P
O法
人
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ
宮
7
1
6
9
・
4
1
8
3

V
デ
イ
ヘ
ル
プ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

4
月
ロ
日
出
か
ら
毎
週
国
か
倒
(
全

日
回
)
①
日
時

sロ
時
、
②
日
時
5

日
時
。
福
祉
協
議
会
裏
。
回
歳
以
上

の
初
心
者
(
先
着
順
)
。

7
0
0
0

円
(
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
受
講
可
)
。

山
田
宮
7
1
8
9
・
1
4
7
7

V
手
賀
沼
に
自
転
車
で
行
っ
て
み
よ

う
(
初
同
)

4
月
初
日
制
9
時
S

U
時
却
分
。
①
我
孫
子
駅
南
口
、
②

柏
の
葉
サ
ッ
カ
ー
場
第
4
ゲ
1
ト
前
、

集
合
。
各
先
着
却
人
。

5
0
0
円
(
保

険
・
軽
食
代
)
。
自
転
車
・
手
袋
持
参
。

砂
原
告
7
1
9
3
・
3
4
4
0

V
我
孫
子
体
験
乗
馬
会

毎
月
第
2

岡
山
時

1
日
時
。
手
賀
沼
公
園
芝
生

の
広
場
。
-
回
5
0
0
円
(
騎
乗
料

3
0
0
円
、
保
険
代
2
0
0
円
)
。

千
葉
県
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ラ
ピ

1
協
会

.
融
問
藤
宮

0
9
0
・3
2
0
5
・ー

1
3
9
 

会
員

・
仲
間
募
集

V
あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル

4
月
5
日
出
か
ら
毎
月
第
1
・
3
回

目
時
却
分
S
M時
。
ア
ビ
ス
タ
ほ
か
。

岩
波
新
書
「
日
本
社
会
の
歴
史
(
中
こ

網
野
善
彦
(
箸
)
の
テ
キ
ス
ト
使
用
。

年
6
0
0
0
円
。
尾
張
宮
7
1
8
3

・
3
1
4
6

V
中
国
語
勉
強
会

毎
週
開
9
時
初

分
5
日
時
却
分
。
湖
北
台
近
セ
ほ
か
。

中
国
語
文
法
を
し
っ
か
り
学
ぶ

(N

H
K
ラ
ジ
オ
講
座
ほ
か
)
。
月
2
0

0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
途
)
。
随

時
入
会
大
歓
迎
。
福
岡
宮
7
1
4
9

.
2
8
2
0
 

V
中
国
語
講
座

①
経
験
者
:・

ωア

ピ
ス
夕
、
②
初
心
者
:・
側
湖
北
地
区

公
民
館
、
の
②
と
も
に
毎
月
3
回
ロ

時
却
分
i
U時
却
分
を
予
定
。
講
師

:・
台
湾
人
。

入
3
0
0
0
円。

月
3

0
0
0
円
。
田
中
宮
7
1
8
7
・
5

8
6
2
 

V
E
ノ
キ
オ
』
で
遊
ぼ
う
!
わ
だ

幼
稚
園
未
就
園
児
教
室

4
月
四
日

か
ら
原
則
毎
月
第
3
回
目
時

S
U時

初
分
。
親
子
体
操
や
製
作
。

2
・
3

歳

馬

1
0
0
人。

年
1
0
0
0
円。

の
り
、
は
さ
み
、
ク
レ
ヨ
ン
持
参
。

同
国
宮
7
1
8
9
・
1
6
0
8

V
J
T
A
湖
北
太
極
拳

毎
週
働
叩

時
5
日
時
加
分
。
湖
北
台
近
セ
・
湖

北
台
市
セ
ほ
か
。
心
と
体
に
健
康
を

け
楽
し
い
太
極
拳
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
体
験
見
学
自
由
に
行
っ
て
い
ま

す。

入
1
0
0
0
円、

月
3
0
0
0

円
。
野
田
宮
7
1
0
7
・
6
6
7
5

V
素
敵
な
絵
画
教
室
第
1
・

3ω

午
前
中
。
つ
く
し
野
5
の
3
横
内
宅
。

油
絵
・
パ
ス
テ
ル
・
水
彩
・
名
画
観

賞
会
ほ
か
。
初
心
者

i
経
験
者
ま
で

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。

入
5
0
0
0
円、

月
6
0
0
0
円。

謀
8
7
1
6
9
6
7
5
6
夜
間

V
歌
仲
間

原
則
毎
月
3
回
目
時
i

u時
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
ほ
か
。
講
師

に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
あ
り
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
根
本
宮
0

8
0
・
3
1
7
5
・
7
5
5
1
へ。

不
周
回
目
情
報

"
語
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
パ
ソ
コ
ン
(
マ
ウ

ス
無
し
)
:・
加
田
宮
7
1
8
5
・

6
2
9
9

申
卓
球
台
(
公
式
サ

イ
ズ
・
組
み
立
て
式
)
:
・
林
宮
7

1
8
7
・
5
4
1
7

"
語
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
有
料

で

申

成
長
に
合
わ
せ
て

調
節
可
能
な
イ
ス
:・
大
木
宮
7
1

8
5
・
0
8
9
5

0
無
料
で
事
大
型
犬
用
外
置
き

ケ
1
ジ
:・
山
崎
宮
7
1
8
4
・
2

5
3
1

申
卓
上
電
動
ミ
シ
ン
:
・

柏
葉
宮
7
1
8
7
・
1
3
8
4

事
補
助
輪
付
き
自
転
車
(
四
イ
ン

チ
以
上
、
男
の
子
用
)
:・
古
山
宮

7
1
9
9
・
3
4
8
7

申
食
卓

用
肘
付
き
イ
ス
9
個
(
何
個
で
も

可
、
肘
な
し
可
)
:・
南
あ
ら
き
の

お
家
宮
7
1
8
7
・
3
1
0
5

申
我
孫
子
市
史
研
究
(l
i
6
号
)

:・
坂
巻
宮
7
1
8
9
・
1
6
0
1

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費f市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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日時・場所 4月29日腕午後1時(開場は午後12時30分)、アビスタ(入場無料)

定員先着150人(要事前申し込み)

申し込み・固電話、ファクス、 Eメールのいずれかで「サロンコンサー卜J、住所、
謀者、電話番号、観覧希望者人数を明示し教育委員会文化課ft7185・1601剛7182・5867

Eメールbunka@city.abilくo.chiba.jpヘ
※申し込まれた方には入場整理券を送付します。当日は入場整理券をお持ちください。

スケジコーJIIJ> J> J> 
第1部菅野博文サロンコンサート(午後1聞から2

時)ピアノ伴奏・・太刀川紀子 曲名…ポッケリ一二「ソ

ナタ AdurアダジオとアレグロJ、コーダイ「無伴奏
チェロソナタJ、アラームス「チェロソナタ第2番J
第2部菅野博文アマチュアのためのチヱ口公開クリニ

ック(午後2閏15分から5閏15分)1)チェロ基礎編

2)アンサンブjレ編(チェロ四重奏、弦楽四重奏)
出演菅野博文、太刀川紀子、ゴjレターマンの会(東葛

地区のチェロ好きによる勉強会)

J>J>J> 

子と宅、若い世代、シニタ世代ガ参加
7回目の市民活動フェア|こ約4，000人ガ来場
3月上 2日に開催された「市民活動フェアJは
今年で7回目。 97の団体・企業・学校が参加、パ

ネル展示のほか50以上のプログラムが実施されま

した。当日は好天にも恵まれ、 2日間で昨年を上回

る約4，000人の来場がありました。

今年の特徴は、子ども、若い世代、シニア世代と

あらゆる年齢層の人たちの参加があったことです。

2つのパネjレディス力ッションでは、これからの

市民活動について活発な意見斐換が行われました。 企?ビスタでのパネル展示

布佐山の高砂ち九ガポスターの部で霞億兎賞
千葉県明るい選挙啓発ポスター・標語コンクール

菅野博文さん(チェロ)
第5固チャイコフスキー
国際コンクール第3位。
現在、昭和音楽大学教授

長寿大学は、より充実した人生を送る

ために、楽しく学びながら学習する4年

制の学級です。

日時 月2から3固で4月から平成21年

3月までの原則として火-木-金曜日、
午前9時50分から午後2時30分まで

(全26固)

蝿所 おもに湖北地区公民館

内容一般教養、健康、福祉、地域、手工芸、運動会、大学祭など

対象・定員 市内在住の昭和18年(1943)年4月1日以前生まれで次の全て該当する方。

*自力で学習活動ができる *4年間継続して参加できる *定職についていない *県
生涯大学校に在籍していないか入学予定のない方、 50人(鴎者多数の場合は抽選)

参加費年額6，000円(実習費別途)

申し込み ハガキ、ファックス、 Eメールのいずれかで「長寿大学希望」、住折、館、
性別、生年月日、電話番号を明記し、 4月3日必着で〒270・1147若松26の4我孫子地区

公民館開7165-6088Eメールkouminkan@citY.abiko.chiba.jpヘ
固我孫子地区公民館ft7182・0511

「第59回明るい選挙啓発ポスター・標語コンクーjレJ
小学校4年生舗で、布佐小学校の着掃除んの作
品が、最優秀賞を受賞 (2月15日千葉県自治会館で

表彰式)しました。応募総数はポスター2470点で、

そのうちの小学校4年生の部は381点でした。

高砂昂大さんは、 「投票に行かない人が多いと聞き、

一人でも多くの人に投票してもらいたいという思いで

ポスターを描きました。また来年も頑張って時した

いと思います。 Jと話していました。

h
F
受
賞
者
の
高
砂
さ
ん
と
受
賞
作
品

j.長寿大学での運動会を終えて記念撮影》日時 3月16日(日).22日出 .23日(日).29日

凶.30日(日)、 午前9鴎30分から午後3閏30分

場所 根戸新田(我弼子駅南口下車徒歩約25

分)臨時駐車場有

入蝿無料(自由に見学できます)

内容 ミ二SLの運行(無料)、切花・菜花の

芽摘み(有料)、地元農産物の即売、草議 赤
飯・芋煮の販売など 企昨年の菜の花畑(根戸新田)

※開催日程やイぺン卜内容は、天候や開花状況により中止・変更になる場合があります。

固農政課・内線510
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二
月
の
中
瞬
、
自
宅
の
庭
に
植
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
よ
い
よ
よ
う
に
よ
く
は
ず
み
ま
す
。

え

で

あ

る

ジ

ャ

ノ

ヒ

ゲ

の

葉

を

か

う

で

す

。

ジ

ャ

ノ

ヒ

ゲ

は

常

緑

の

多

年

草

き
分
け
て
み
る
と
、
果
実
の
よ
う
花
期
は
七

i
八
月
頃
で
、
葉
よ
り
で
、
地
下
茎
を
伸
ば
し
て
ふ
え
ま

に
見
え
る
球
形
の
整
が
、
ル
リ
慎
重
に
、
白
ま
た
は
築
住
の
す
。

色
に
湖
い
れ
い
ま
し
た
。
花
を
下
向
き
に
つ
け
ま
す
。
山
野
の
林
内
に
自
生
し
ま
す
が
、

「蛇
の
讃
」
と
い
う
名
は
、
細
花
後
に
で
き
る
果
実
は
、
成
長
し
人
家
の
庭
や
公
園
に
も
よ
く
植
え

い
葉
を
讃
に
た
と
え
た
も
の
で
す
て
行
く
聞
に
果
皮
が
破
れ
、
種
子
が
ら
れ
ま
す
。
根
は
顎
根
で
、
一
部

が
、
蛇
に
は
讃
が
な
く
ハ
矛
盾
し
む
き
出
し
の
ま
ま
成
熟
し
ま
す
。
こ
が
肥
大
し
た
も
の
を
強
壮
薬
や

ま
す
。
別
名
を
一
誠
の
抵
」
と
い
の
種
子
は
投
げ
つ
け
る
と
ボ

lz
罷
め
な
ど
の
薬
に
し
ま
す
。

•• 
短 歌

榊原敦子選
俳句
染谷卓選あぴこ植物図鑑

晴
れ
の
日
の
送
辞
答
辞
は
な
べ
て
歌

「巣
立
ち
の
歌
」
に
降

ら

は

ぞ

に

き

古

内

静

江

{評
}
三
月
は
別
れ
の
載
。
先
生
は
何
年
た
っ
て
も
教
え
子
た
ち
の
晴
れ
姿
を
忘
れ
は
し
な
い
。

あ
い
ら
し
く
繁
朴
に
立
ち
を
り
内
裏
様
左
手
だ
け
で
折
ら
れ
し
紙
ひ
な

黒
津
里
子

老
艇
を
争
恥
り
て
励
む
米
寿
の
人
「
長
大
祭
」
の
舞
台
に
立
ち
ぬ
東
海
林
帯
和

純
一
肌
が
三
千
万
円
の
人
あ
り
て
悌
一
町
の
糧
な
き
人
も
を
り
日
本
小
出
礼
子

降
り
し
き
る
雪
に
聞
き
れ
飽
り
を
れ
ば
ブ
ル
1
ハ
ワ
イ
の
曲
な
が
れ
来
る
村
上
道
代

蒸

げ

会

に

艇

長

る

ご

と

川

料

品

管

挟

み

飛

び

立

つ

渡

辺

詔

子

膏
少
年
の
部

高
校
の
合
格
発
表
わ
が
番
号
み
つ
け
る
ま
で
の
長
き
↓
隣
(
新
か
な
)
長
峰
正
晴

{評
}
時
は
速
ま
っ
た
り
滞
っ
た
り
す
る
。
人
生
の
岐
路
に
直
面
し
た
君
は
今
そ
れ
を
知
っ
た
。

寒
空
の
下
の
人
ぴ
と
巻
き
こ
ん
で
強
い
西
風
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
(
新
か
な
)
小
板
橋
さ
と
り
(
ロ
才
)

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巳
よ
り
添
削
す
る
掲
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
ヲ
湧
く
だ
さ
い
。

※
「
青
少
年

(叩
歳
以
下
)
の
部
」
は
別
枠
で
掲
艶
し
ま
す
の
で
、

必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応

書

先

干

2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
可
)
※
氏
名
巴
は
ふ
り
ガ
な
を
記
厳
し
て
く
だ
さ
い
。

髪

伸

ば

す

球

児

卒

業

式

に

あ

り

川

上

進

也

一評
}
中
学
生
か
高
校
生
か
、
三
年
間
の
野
球
部
活
動
も
終
え
、
新
し
い
進
路
へ
向
か
う
日
の
姿
。

総
棋
の
山
よ
り
差
是
春
し
ぐ
れ
壁
谷
千
鶴
子

{評
}
歌
壇
の
山
は
筑
波
山
。
手
賀
は
手
賀
沼
の
こ
と
だ
が
、
本
来
な
ら
沼
と
ま
で
一
冨
い
た
い
。

困

窮

の

谷

津

の

台

地

の

築

か

な

岡

本

邦

男

土
手
焼
い
て
灰
ま
み
れ
な
る
野
良
着
脱
ぐ
野
口
コ
ウ

杉

の

か

の

品

川

鰯

色

や

山

笑

ふ

渋

谷

多

佳
子

理

髪

の

話

さ

れ

て

雪

の

積

み

む

音

田

冬

径

は

有

毒

う

す

が

に

じ

帯

自

の

消

し

き

尼

寺

や

花

三

分

町

田

進

見
慣
れ
た
る
街
が
絵
の
や
う
春
の
雪
北
村
徹
夫

※山笑ふ
木々 の芽や花に包
まれて、山々 が春の
胎動を感じさせるよ
うになるのを、明る
く笑う人になぞらえ
て「山笑ふJという。
春の季語。冬は 「山
眠るJという。

(ゆり科)

直直園地この広報紙は再生紙・大亘インクを使用しています。


